




























































役員として事業拡大に尽力。 2014 年サステナジー株式会社取締役。2015 年
から千葉商科大学のプロジェクトに参加。
学長プロジェクト４






１　 電気事業連合会によると１世帯あたり電力消費量は年間 3,254kWh。省エネ法施行規則の昼間換算値 9.97GJ/ 千 kWh より計算して約 32GJ となる。
（http://www.fepc.or.jp/enterprise/jigyou/japan/sw_index_04/index.html, 2018 年１月４日時点）
２　カテゴリーが「Education（Higher）」である組織の数（2017 年 12 月 15 日時点）。（https://www.epa.gov/greenpower/green-power-partner-list）
３　 平成 26 年度地産地消型再生可能エネルギー面的利用等推進事業補助金「千葉商科大学におけるネット・ゼロ・エネルギー・キャンパス化可能性調査成
果報告書」2016 年２月 p.18
４　 大阪大学のエネルギー消費量（平成 23 年度）は工学系建物で 2,611MJ/㎡、医学部附属病院で 4,903MJ/㎡。（大橋巧・宮崎正幸・下田吉之「大規模総
合大学施設のエネルギー消費実態に関する研究 電力日負荷曲線の実測データを用いた大阪大学のエネルギー消費特性分析」『日本建築学会環境系論文集』


















































おり３、国立大学の理工学系の建物の20 〜 40% 程度、

























































取り上げられ、12月には COOL CHOICE LEADERS 
AWARD 優秀賞として環境大臣から表彰されるなど
高い評価をいただいている。目標の発表と途中経過報
告の段階でこれだけ評価を受けているわけだが、実際
に目標を達成することができれば CUC は国内だけで
なく海外でも特筆すべき大学となるであろう。日本の
他の大学でもそれぞれの特徴を生かした自然エネル
ギー 100％をめざす活動は可能なはずであり、CUC
が二つの目標を達成し、その経験を他大学と共有する
ことで日本の自然エネルギー 100％化をリードしてい
くことを願う。
